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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

祝 敬老
　長い間、社会のために尽くしてこられた高齢者を敬い、長寿を祝う日です。

　　　　　　　　　　　　　※敬称略（記事は 9月 11日現在で掲載）

本町の最高齢者 本町の最高齢者 いつまでも元気に生き生きと！
■男性■男性　　𠮷𠮷永　良秀（ 99 歳　砂中）永　良秀（ 99 歳　砂中）■女性■女性　塩浦　ミサエ（105 歳　畠田）　塩浦　ミサエ（105 歳　畠田）

笑顔が長生きの秘訣！
９月 15 日は「敬老の日」

90 歳おめでとうございます。90 歳おめでとうございます。
本町では 90 歳の長寿者が 78 人（男性 25 人・女性 53 人）います。本町では 90 歳の長寿者が 78 人（男性 25 人・女性 53 人）います。
（※対象人数は掲載を希望しない方も含む数）（※対象人数は掲載を希望しない方も含む数）

■対象日■対象日　　昭和 10 年４月２日から昭和 11 年４月１日昭和 10 年４月２日から昭和 11 年４月１日

阿世知　幸子
牧川

遠藤　恭子
牧川

田中　テル子
浜津脇

田中　安一
浜津脇

田中　茂
浜津脇

橋口　モモヱ
浜津脇

春田　尚久
平鍋

梶原　律子
平鍋

中島　ツネ
二十番

仲山　テル子
二十番

長野　テイ
中之町

岩屋　ヱイ子
向井町

下家　ミチ子
向井町

牧瀬　テル
古房

岩屋　ヱミ子
古房

村田　昭則
大平

中村　實
大平

大山　成子
大平

里　ミチエ
上方

永濵　ヨシヱ
旭町

牧瀬　洋子
旭町

100 歳おめでとうございます。
本町では 100 歳の長寿者が７人、101 歳以上が 10 人います。
■ 100 歳対象日　大正 14 年４月２日から大正 15 年４月１日

百歳の長寿を祝って表敬訪問百歳の長寿を祝って表敬訪問
敬老の日を前にした９月 11 日に、本年めでたく 100 歳を迎える７人の長寿者を町長が表敬訪問し、内閣総敬老の日を前にした９月 11 日に、本年めでたく 100 歳を迎える７人の長寿者を町長が表敬訪問し、内閣総

理大臣からいただいたお祝いの言葉と記念品の伝達授与を行うとともに、町からの記念品も贈呈しました。理大臣からいただいたお祝いの言葉と記念品の伝達授与を行うとともに、町からの記念品も贈呈しました。

𠮷𠮷永　良秀（砂中）永　良秀（砂中）

名前のみ希望の方 名前のみ希望の方 德永　和子（南界園）德永　和子（南界園）塩浦　ナカ（梶潟）塩浦　ナカ（梶潟）

稲泉　トシ（原尾）稲泉　トシ（原尾）奥　ヱミ（池之向）奥　ヱミ（池之向）橋野シナ子（輪之尾）橋野シナ子（輪之尾）松田ミツヱ（二十番）松田ミツヱ（二十番）
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　まちの話題　　まちの話題　

前田　秋實
松原

久保　利一
栄町

石堂　サチ子
畠田

西田　スズ子
畠田

岩永　ヱミ子
大牟礼

石堂　和子
大牟礼

大町田　時子
大牟礼

小齊平　榮子
伊原

宮野　仲市
満足山

日髙　公朗
満足山

鎌田　キクヱ
竹屋野

鎌田　ツタ子
つまべに苑

日髙　幸子
つまべに苑

中田　春雄
つまべに苑

濵脇　マサコ
つまべに苑

榎元　ツユ子
つまべに苑

野村　ヒサ
つまべに苑

德永　義孝
西之町

眞榮平　イサ子
広ヶ野

上妻　ミヨ
向町

美園　治雄
美座

河野　春生
女洲

浦元　實
女洲

本田　榮子
田島

久保田　博則
田島

指宿　一九三五
南界園

古市　ミチ子
本村

半渡　クミ子
本村

提　ユク子
中田

鳩﨑　ミツヱ
中田

久保田　安道
原尾

下川　敏子
原尾

前田　マル子
原尾

松本　政𠮷
長谷

濵山　俊夫
熊野

潮　勉
塩屋

森山　リツ子
阿高磯

森山　アツ子
阿高磯

川下　サチヱ
阿高磯

塩浦　博雄
梶潟

塩浦　ケイ子
梶潟

河野　能則
衣之平

名前のみ希望の方名前のみ希望の方
織部　卓保（池之平）織部　卓保（池之平） 濵田　加代（郡原）濵田　加代（郡原） 新開　幸子（郡原）新開　幸子（郡原）

塩浦　浩子　（上方）塩浦　浩子　（上方） 新開　悦子（旭町）新開　悦子（旭町） 藺牟田　敏子（大牟礼）藺牟田　敏子（大牟礼）

平山　トキヱ（町山崎）平山　トキヱ（町山崎） 鎌田　千昭（竹屋野）鎌田　千昭（竹屋野） 下村　道子（美座）下村　道子（美座）

古市　ミチヱ（本村）古市　ミチヱ（本村） 半渡　ミチヱ（本村）半渡　ミチヱ（本村）
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

県ラジオ体操実技発表会ゴールド賞
増田小学校５・６年生が参加

　

7
月
30
日
（
水
）
に
県
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県

ラ
ジ
オ
体
操
フ
ェ
ス
タ
・
鹿
児

島
県
小
学
生
ラ
ジ
オ
体
操
実
技

発
表
会
」
に
、
増
田
小
学
校
の

5
・
6
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
で
す
が
、
今
回
は
観
客
の
前

で
演
技
を
披
露
す
る
と
い
う
新
た

な
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
ラ
ジ
オ
体
操
を
指
導
し

て
く
だ
さ
る
古
市
克
人
さ
ん
（
上

方
）
も
会
場
で
応
援
す
る
中
、

緊
張
し
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
堂
々
と
し
た
演
技
を
見

せ
、
最
高
賞
で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

元全日本代表選手による講習会
勢瀬祐紀子さんが指導

　

８
月
16
日
か
ら
17
日
ま
で
、
元

全
日
本
代
表
選
手
の
勢
瀬
祐
紀
子

さ
ん
に
よ
る
講
習
会
が
中
種
子
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
主
催
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
世
界
ラ
ン
ク
９
位
と
実
績
あ

る
方
か
ら
の
指
導
に
初
心
者
か
ら

経
験
者
ま
で
真
剣
に
取
り
組
み
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
を
代
表
し
て
利
水
音
々

さ
ん
（
伏
之
前
）
か
ら
「
一
生
懸

命
練
習
し
て
上
手
に
な
り
た
い
」

と
抱
負
を
発
表
し
ま
し
た
。

祭りで地域活性化
第 33 回星原ふるさと祭り

　

８
月
12
日
に
浜
津
脇
港
で
、

第
33
回
星
原
ふ
る
さ
と
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
ス
イ
カ
と
か
き

氷
の
早
食
い
競
争
や
星
原
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
劇
や
ダ
ン
ス

な
ど
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、

有
志
の
方
が
歌
を
披
露
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
抽
選
会
と

色
と
り
ど
り
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
鮮
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。

中種子町青少年さつま交流事業
さつま町で開催

　

８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３

日
間
、
本
町
と
友
好
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
る
さ
つ
ま
町
と
の
青
少

年
交
流
事
業
が
さ
つ
ま
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
28
人
（
小
中
高

校
生
23
人
、
指
導
者
５
人
）
が
参

加
し
、
さ
つ
ま
町
の
子
ど
も
た
ち

18
人
と
学
童
疎
開
聴
講
や
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
、
竹
と
ん
ぼ
の
製
作
体

験
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

別
れ
の
場
面
で
は
「
も
っ
と

一
緒
に
活
動
し
た
か
っ
た
」「
来

年
は
中
種
子
町
に
来
て
ね
」
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
、
短
い
期
間

な
が
ら
も
深
い
絆
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
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俳
8 1 9

句の日に作品展示
俳句会黄水仙

　

８
月
19
日
（
俳
句
の
日
）
に

合
わ
せ
て
、
中
央
公
民
館
に
黄
水

仙
会
員
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
し

た
。

　

俳
句
の
日
に
合
わ
せ
た
作
品
展

示
は
初
め
て
の
試
み
で
、
南
界
・

岩
岡
小
学
校
の
児
童
の
作
品
も
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
町
内

の
学
校
と
俳
句
で
の
交
流
を
企
画

予
定
で
す
。

　

俳
句
会
黄
水
仙
は
、
現
在
、
公

民
館
講
座
で
毎
月
第
３
土
曜
日
に

句
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
広
報
紙

へ
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

新米に舌鼓
納官小学校・新米交流給食会

町内６事業者で設立総会を開催
種子島なかたね仕事サポート共同組合が設立

　

人
口
急
減
地
域
に
お
け
る
地

域
担
い
手
の
確
保
と
安
定
し
た
雇

用
環
境
が
確
保
さ
れ
た
働
く
場
の

確
保
を
目
的
に
８
月
５
日
、
町
内

事
業
者
６
者
で
設
立
総
会
を
開
催

し
、
全
会
一
致
の
も
と
「
種
子
島

な
か
た
ね
仕
事
サ
ポ
ー
ト
協
同
組

合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、組
合
が
島
外
か
ら
の
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
者
等
を
中
心
に
派
遣
職

員
を
募
集
・
雇
用
し
、
組
合
員
の

事
業
所
に
派
遣
、
地
域
産
業
の
維

持
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

代
表
理
事
に
就
任
し
た
永
濱

浩
二
さ
ん
（
旭
町
）
は
、「
本
組

合
の
事
業
を
通
じ
官
民
一
丸
と

な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

熊毛地区畜産共進会
グランドチャンピオンに田平学さんの「あじさい号」

　

9
月
4
日
に
、
種
子
島
中
央
家

畜
市
場
で
熊
毛
地
区
畜
産
共
進

会
が
あ
り
、
熊
毛
地
区
内
か
ら
集

ま
っ
た
41
頭
の
和
牛
の
改
良
成
果

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、田
平
学
さ
ん
（
大

牟
礼
）
の
和
牛
「
あ
じ
さ
い
号
」

が
第
１
部
で
第
１
席
を
受
賞
し
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き

ま
し
た
。
ま
た
、（
株
）
牛
翔
の

和
牛
「
わ
か
な
1
号
」
が
第
2
部

で
第
1
席
を
受
賞
し
、
本
町
か
ら

2
頭
が
、
10
月
4
日
に
姶
良
中
央

家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
る
県
畜
産

共
進
会
に
出
場
し
ま
す
。

　　

　

９
月
３
日
に
、
納
官
小
学
校

で
新
米
交
流
給
食
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
給
食
は
、
毎
年
、

町
内
の
小
中
学
校
の
持
ち
回
り

で
実
施
し
て
お
り
、
地
元
の
新

米
を
使
っ
た
給
食
を
、
生
産
者

と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
食

事
に
携
わ
る
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
育
む
も
の
で
す
。

　

生
産
者
の
藤
川
新
治
さ
ん
（
宝

来
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
新
米
を

使
っ
た
給
食
が
配
膳
さ
れ
、
児

童
は
新
米
を
頬
張
る
と
「
甘
く

て
お
い
し
い
」
と
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。
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こ
の
度
、
中
種
子
町
に
て
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、
私
が
事
務
局
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
組
合
は
、
一
言
で
申
し
上
げ
る
と
“
地
域
に
根
ざ
し
た
労
働
者
派
遣
事

業
”
で
す
。
移
住
者
の
方
や
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
が
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
組
合
の
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

正
式
な
募
集
は
10
月
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
お
近
く
に
お

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
当
組
合
を
ご

紹
介
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
事
務
局
長
就
任
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
９
月
末
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
月

の
協
力
隊
通
信
で
、
改
め
て
退
任
の
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 104）　大山　愛
「種子島なかたね仕事サポート協同組合」の事務局長に就任しました

「特定地域づ

くり事業協同

組合」の詳細

についてはこ

ちら（総務省

HP）

活動の様子や町の情

報をInstagram に掲

載しておりますので、

ぜひご覧ください！

⬇

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

９月１日「防災の日」
中種子町消防団が現地訓練を実施

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
昼
夜
職
務
に
励
む
消
防

団
員
の
現
地
訓
練
が
、
防
災
の

日
の
９
月
１
日
に
各
分
団
詰
所
周

辺
で
行
わ
れ
、
訓
練
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
長
距
離
放
水
や

救
護
者
の
搬
送
な
ど
大
規
模
地
震

や
津
波
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
防
災
の
日
は
１
９
２
３

年
（
大
正
12
年
）
の
同
日
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で
、

１
９
６
０
年
（
昭
和
35
年
）
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

たねがしま未来ワークショップ
中種子町で開催

　

８
月
26
日
に
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
、
種
子
島
未
来
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
約
60

人
の
中
高
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

中
高
生
が
２
０
５
０
年
の
地
域

の
課
題
を
考
え
、
施
策
提
言
を

す
る
こ
と
で
、
種
子
島
の
将
来

を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
各

グ
ル
ー
プ
で
出
し
た
様
々
な
施

策
を
中
種
子
町
長
と
西
之
表
市

長
へ
提
案
し
、
将
来
の
種
子
島

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

先日、創立総会が開催されました。

事業開始に向けて準備を進めています。

⬇



7　広報なかたね 2025.10 月号

　まちの話題　　まちの話題　

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 83 509,325 488,271 21,055 155,728

去　勢 100 621,900 613,214 8,686 143,111

計 183 570,842 559,305 11,537 146,240

市場

全体

めす牛 207 519,957 502,785 17,171 159,924

去　勢 234 638,526 608,528 29,998 162,201

計 441 582,871 561,267 21,603 161,847

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
８
月

25
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ

り
、
平
均
落
札
額
は
58
万
２
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

第
58
回 

鹿
児
島
県
社
会
人

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

７
月
12
日
～
13
日

　
　
　
　

郡
山
体
育
館

■
40
歳
代
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

松
下
佳
代
・（
浜
津
脇
）

　
　
　
　
　
　

長
沼
千
夏
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

■
40
歳
代
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　

３
位　

松
下
康
輝
（
浜
津
脇
）

　
　
　
　
　
　

松
下
佳
代
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
（
浜
津
脇
）

２
０
２
５
第
11
回
白
虎
杯

長
崎
県
空
手
道
選
手
権
大
会

　
　

８
月
３
日　

　
　
　

長
崎
県
シ
ー
ハ
ッ
ト
大
村

■
壮
年
男
子
50
歳
以
上

　

       

組
手　

体
重
無
差
別
級

　

優
勝　

具
嶋　

栄
（
旭
町
）

　
　
　
　
　
　

種
子
島
道
場

　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

中種子町×クマーバチャンネルコラボ動画公開中！
ベニーちゃんとクマーバが中種子町の魅力を紹介！
◎お問い合わせ先　企画課商工観光係☎㉗ 1111 内線 231

　

６
月
23
日
か
ら
６
月
25

日
の
３
日
間
、
中
種
子
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ベ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
」

と
、
子
ど
も
に
大
人
気
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ク
マ
ー

バ
」
が
共
演
し
、
ク
マ
ー

バ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
の
動
画
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

動
画
で
は
、
中
種
子
町
の

様
々
な
名
所
を
め
ぐ
り
、

そ
の
魅
力
を
音
楽
に
の
せ

て
お
伝
え
し
ま
す
。
視
聴

は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

クマーバチャンネル　　
　　（YouTube）



広報なかたね 2025.10 月号　8

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

令和８年度　雇用機会拡充事業補助金のお知らせ
◎お問い合わせ先　企画課商工観光係☎㉗ 1111 内線 231

　

町
で
は
、
雇
用
増
に
直
接
寄
与
す
る
創
業
ま
た

は
事
業
拡
大
を
行
う
民
間
事
業
者
な
ど
に
対
し

て
、
そ
の
事
業
資
金
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
内
の
雇
用
機
会
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金

(
雇
用
機
会
拡
充
事
業)

の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
公
募
は
、
令
和
８
年
度
予
算
成
立
後

速
や
か
に
事
業
を
開
始
す
る
た
め
、
予
算
成
立
前

に
募
集
を
行
う
も
の
で
す
。
補
助
対
象
者
の
決
定

や
予
算
の
執
行
は
、
予
算
成
立
後
の
事
業
採
択
に

よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
事
業
者

※
町
内
に
お
い
て
雇
用
を
創
出
し
、
対
価
を
得
て

事
業
を
営
む
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

と
な
り
ま
す
。

①
本
町
に
お
い
て
創
業
す
る
方(

事
業
を
承
継
す

る
方
を
含
む)

②
本
町
の
事
業
所
に
お
い
て
事
業
拡
大
を
行
う
方

③
主
と
し
て
本
町
の
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
販

売
を
目
的
と
し
て
特
定
有
人
国
境
地
域
以
外
の
地

域
に
お
い
て
創
業
す
る
方
（
地
域
外
創
業
）

■
補
助
金
額

※
補
助
対
象
事
業
費
の
上
限
額
の
４
分
の
１
以
上

の
額
（
カ
ッ
コ
内
の
額
）
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
消
費
税
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
補
助
対
象
者
や
条
件
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
事
業
の
応
募
に
は
個
別
相
談

会
へ
の
参
加
が
必
須
で
す

　

本
事
業
に
応
募
さ
れ
る
方
は
、
個
別
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

■
個
別
相
談
会

・
日
時　

11
月
５
日
（
水
）・
６
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
00
分
～　
　
　

・
場
所　

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室
（
１
階
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
対
応
可
能
で
す
。

・
申
込
期
限　

11
月
４
日
（
火
）
※
予
約
制

■
事
業
の
応
募
に
つ
い
て

■
募
集
期
間
・
締
切

　

12
月
19
日
（
金
）
ま
で

※
申
請
書
類
の
必
着
期
日
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
事
業
実
施
期
間

　

事
業
採
択
（
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
）
後
か

ら
令
和
９
年
３
月
初
旬
ま
で	

■
詳
細
に
つ
い
て

　

申
請
様
式
、
公
募
要
領
な
ど

※
11
月
４
日
以
降
に
中
種
子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

区分 補助率
補助対象事業費

の上限額

補助金額

の範囲

創業

交付対象経費の

４分の３

600 万円 （150 万円） 450 万円

事業拡大 1,600万円 (400万円) 1,200 万円

事業拡大

※設備費 ･ 改修費を

計上しないもの

1,200万円 (300万円) 900 万円



9　広報なかたね 2025.10 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

年金相談所開設　予約のみ相談を受け付けます
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 220

■
予
約
締
切
日
時　

 

　

10
月
31
日
（
金
）　

　

午
後
５
時
ま
で

■
開
設
日
時  　
　

 　

　

11
月
６
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

■
開
設
場
所 

　
　
　
　
　
　

　

中
央
公
民
館
小
会
議
室

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
等
、
年

金
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金

証
書
厚
生
年
金
の
経
歴
に
関

す
る
資
料
な
ど
を
ご
持
参
の

上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

事
前
予
約
の
み
の
相
談
に

な
り
ま
す
の
で
、
予
約
や
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
、
上
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
代
理
で
の
相
談
に

つ
い
て
は
委
任
状
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
委
任
状
は
町
民

課
に
て
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

委
任
状
を
持
参
せ
ず
、
代
理

で
の
相
談
が
で
き
な
い
事
案

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
の
で

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

町税・保険料 期別 納付期限

町県民税（住民税） ３期

10 月 31 日（金）介護保険料
４期

後期高齢者医療保険料

町税・保険料の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236
　　　　　　　　　地域福祉課介護保険係　内線 293　町民課高齢者医療係　内線 289

　

10
月
は
左
表
の
町
税
・
保

険
料
の
納
付
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督

促
手
数
料
の
ほ
か
、
延
滞
金

も
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
す
で
に
納

付
期
限
を
過
ぎ
た
分
に
つ
い

て
も
、
お
早
め
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

浄化槽で守ろう私たちの川や海　10 月１日は浄化槽の日です
◎お問い合わせ先　町民課環境衛生係☎㉗ 1111 内線 201

区分 ５人槽 ７人槽 10 人槽

新築の住宅に合併処理

浄化槽を設置した場合
249,000 円 311,000 円 411,000 円

くみ取り便

槽・単独処

理浄化槽か

ら合併浄化

槽へ設置替

えをした場

合

設置費 332,000 円 414,000 円 548,000 円

くみ取り

便槽単独

槽撤去

上限額 90,000 円

宅内配管

宅内配管工事に要する経費として上限額 300,000 円

（30 万円に満たない場合、当該工事に要する額）1,000

円未満の端数は切り捨てとする。

み
な
さ
ん
の
協
力
で
き
れ
い
な
川
や
海
が
保
た
れ

ま
す
。
浄
化
槽
設
置
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
汚
水
は
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
台
所
や
お
風

呂
の
排
水
は
未
処
理
の
ま
ま
近
く
の
道
路
側
溝
か
ら
川

や
海
に
流
れ
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
に

対
し
て
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

単
独
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
方

は
合
併
浄
化
槽
に
替
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■令和７年度の本町の補助金は下表のとおりです。



広報なかたね 2025.10 月号　10

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

８月 31 日付退職者と９月１日付町職員の人事異動　※敬称略（　）は異動前

◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211・213

退職（８月 31 日付）

柳田　勝志
依願退職
（町民課長）

異動（９月１日付）

課長級

織部　智博
町民課長

（町民課主幹兼国保年金係長）昇格
係長級

平山　亜希子
町民課国保年金係長
（地域福祉課主事）昇格

一般職

居川　守
総務課主事補
（企画課主事補）

新規採用職員

川原　明美 地域福祉課主事

古市　真尋 企画課主事補

農業用廃プラスチック類の収集について
◎お問い合わせ先　農林水産課農政係☎㉗ 1111 内線 209

　

町
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
適
正
処
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

左
記
に
お
い
て
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
：
毎
週
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で　

　
　
　

(

お
盆
、
年
末
年
始
、
祝
日
除
く)

場
所
：
国
道
栄
町
集
落
交
差
点
付
近

収
集
料
金
：
一
律
１
キ
ロ
当
た
り
60
円

　
　
　
　
　

(

当
日
現
金
支
払
い)

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農
ポ
リ
の
不
法
投

棄
お
よ
び
焼
却
は
法
律
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。(

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
お
よ
び
16
条

の
２)

　

使
用
さ
れ
た
農
業
用
資
材
は
農
家
の
責

任
と
な
り
、
違
反
し
た
場
合
厳
し
く
罰
せ

ら
れ
ま
す
。
分
別
を
行
い
、
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
上
記

お
問
合
せ
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い

　新規採用　川原　明美　　古市　真尋　新規採用　川原　明美　　古市　真尋

10 月は「土地月間」、10 月１日は「土地の日」です
◎お問い合わせ先　企画課地域振興係☎㉗ 1111 内線 210

　

一
定
規
模
以
上
の
土

地
取
引
の
場
合
に
は
、

契
約
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内
に

国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
書
を
国
土
利

用
計
画
担
当
窓
口
（
企

画
課
）
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す

る
と
罰
則
が
科
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
者

　

土
地
の
権
利
取
得
者

（
売
買
は
買
主
）

■
土
地
の
規
模
（
面
積

要
件
）

①
都
市
計
画
区
域　
　

　
　

５
０
０
０
㎡
以
上

②
都
市
計
画
区
域
以
外

の
区
域

　

１
０
０
０
０
㎡
以
上



11　広報なかたね 2025.10 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

■令和７年度の本町の補助金は下表のとおりです。

区分
新築の住宅に合併
処理浄化槽を設置
した場合

くみ取り便槽・単独処理浄化槽から合併浄化槽へ設置替えをした場合

設置費
くみ取り便槽
単独槽撤去

宅内配管

５人槽 249,000 円 332,000 円

上限額

90,000 円

宅内配管工事に要する経費として上限額 300,000 円

（30 万円に満たない場合、当該工事に要する額）

1,000 円未満の端数は切り捨てとする。

７人槽 311,000 円 414,000 円

10 人槽 411,000 円 548,000 円

　

町
で
は
、
狂
犬
病
予
防
接
種
を
左
記
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
91
日
以
上
の
犬
に

は
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
対
象
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
ず
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
昨
年
注
射
が
免
除
と
な
っ
て
い
る
飼
い
主
に
つ
い

て
も
通
知
し
ま
す
。

●
飼
い
犬
の
死
亡
届
・
飼
い
主
や
住
所
な
ど
の
変
更

が
お
済
み
で
な
い
方
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ま
だ
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
、
当
日

会
場
に
て
登
録
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
実
施
日　

10
月
21
日
（
火
）

■
接
種
料
金　

３
４
０
０
円

■
登
録
料　

３
０
０
０
円

（
接
種
料
金
に
加
え
て
新
規
登
録
の
犬
の
み
）

※
都
合
の
つ
く
時
間
帯
に
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和７年度「狂犬病予防接種」のお知らせ
◎お問い合わせ先　町民課環境衛生係☎㉗ 1111 内線 201

場所 時間

平鍋公民館 9:10 ～ 9:25

ベニーハウス 9:40 ～ 9:55

農業公社駐車場 10:10 ～ 10:25

美座公民館 10:35 ～ 10:50

旧南界中体育館前 11:00 ～ 11:15

町営高峯住宅駐車場

（保健センター前）
11:25 ～ 11:40

役場駐車場 11:50 ～ 12:10

秋の農作業事故ゼロ運動実施中
◎お問い合わせ先　農林水産課農政係☎㉗ 1111 内線 209

　

９
月
・
10
月
は
、
全
国
秋
の

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
実
施

期
間
で
す
。
安
全
に
作
業
が
で

き
る
よ
う
次
の
こ
と
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

①
畑
な
ど
に
潜
む
危
険
を
確

認
し
、
回
避
措
置
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

②
農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

③
ト
ラ
ク
タ
ー
は
安
全
フ

レ
ー
ム
を
装
備
し
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
草
払
機
な
ど
を
使
用
す
る

と
き
は
、
近
く
に
人
が
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　　

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
、

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
』
と
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
』
が
全
国
で
２
種
類
同
時
発

売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
期
間　

９
月
19
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

10
月
19
日
（
日
）

■
抽
選
日　
　

10
月
28
日
（
火
）

■
販
売
価
格　

各
１
枚 

３
０
０ 

円

■
支
払
開
始
日　

11
月
４
日
（
火
）

※
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
ネ
ッ
ト
購
入
が
で
き
ま
す
。

★
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
１
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
）

　

１
等　
　
　

３
億
円
×
12
本

　

前
後
賞
各　

１
億
円
×
24
本

※
発
売
総
額 

３
６
０
億
円　
　

　
　
　
　
　

12
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

★
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

（
１
等
前
後
賞
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
万
円
）

　

１
等
３
０
０
０
万
円
×
50
本

　

前
後
賞
各　

　

１
０
０
０
万
円
×
１
０
０
本

※
発
売
総
額
１
５
０
億
円

　
　
　
　
　

５
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

ハロウィンジャンボ宝くじとハロウィンジャンボミニの販売について
◎お問い合わせ先　（公財）鹿児島県市町村振興協会☎ 099-206-1001
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調
査
員
か
ら
調
査
書
類
を
受
け
取
り
ま

し
た
ら
、
回
答(

提
出)

方
法
を
確
認
し
、

10
月
８
日(

水
）
ま
で
に
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

回
答(

提
出)

方
法
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

　

配
布
し
て
い
る
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
利
用
ガ
イ
ド
』
の
説
明
に
沿
っ
て
、
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
右
記
の
期
間
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

◆
郵
送
で
の
提
出

　

配
布
し
て
い
る
『
郵
送
提
出
用
封
筒
』

に
入
れ
、
右
記
の
期
間
ま
で
に
ポ
ス
ト
に

ご
投
函
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
票
の
配
布
と
回
答
方
法

　

調
査
員
が
調
査
対
象
と
な
る
す
べ
て
の

世
帯
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　

調
査
票
へ
の
回
答
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
回
答
が
お
薦
め
で
す
。
調

査
票
で
提
出
す
る
場
合
は
、
調
査
員
が
回

収
に
伺
い
ま
す
。

　

回
答
は
、
調
査
期
間
中
24
時
間
い
つ

で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
簡
単
に
回
答
で
き
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
調
査
期
間
中
は
、
回
答
し
た

内
容
を
修
正
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
住
所
の
届
け
出
に
関
係

な
く
、
中
種
子
町
内
に
住
む
全
て
の
人
と

世
帯
を
対
象
に
し
た
、
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10 月１日は５年に一度の国勢調査の調査日です
◎お問い合わせ先　企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 259

人権ってなんだろう　第 46 回「生活困窮者の人権について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

　

雇
用
環
境
の
悪
化
や
所
得
の
低
下
、
疾
病
な

ど
に
よ
り
経
済
的
困
窮
に
陥
る
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
経
済
困
窮
世
帯
で
育
つ
子
ど
も
の
多

く
は
、
進
学
、
就
職
に
困
難
を
抱
え
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
貧
困
が
世
代
間
で
連
鎖
す
る
こ
と
も

深
刻
な
問
題
で
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
単
身
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
社
会
的

孤
立
の
リ
ス
ク
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
至
る
原
因
は
、
高
齢

化
や
健
康
上
の
理
由
、
失
業
や
仕
事
の
減
少
、

家
庭
内
の
問
題
な
ど
が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
食
事
の
確
保
や
健
康
面
の

問
題
な
ど
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

貧
困
は
、
生
存
権
や
教
育
を
受
け
る
権
利
な

ど
、
人
と
し
て
生
き
る
上
で
の
保
障
さ
れ
る
べ

き
権
利
を
脅
か
す
こ
と
か
ら
、
生
活
保
護
法
に

加
え
て
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
「
ホ
ー

ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
な
ど
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」（
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
法
）
が
制
定

さ
れ
て
お
り
、
雇
用
、
保
健
医
療
、
福
祉
な
ど

の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支

援
策
な
ど
が
推
進
さ
れ
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
と
の
連
携
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
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今
朝
も
ま
た
朝
日
に
向
か
い
バ
ナ
ナ
食
む
滑
稽
な
ま

で
に
気
合
い
を
入
れ
て　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

大
玉
の
西
瓜
抱
え
て
木
戸
口
の
日
焼
け
の
夫
の
誇
ら

し
き
面　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

最
近
の
生
活
で
起
こ
る
失
敗
ご
と
多
種
の
動
き
に
つ

け
ぬ
身
と
な
り　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

息
す
れ
ば
色
ん
な
事
に
め
ぐ
り
合
う
気
の
持
ち
よ
う

で
心
晴
れ
ば
れ　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

さ
ん
さ
ん
と
若
葉
を
は
な
つ
楠
の
木
の
ナ
ポ
リ
通
り

が
我
を
す
い
こ
む　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

暑
き
中
白
球
追
い
し
若
き
日
よ
故
郷
の
君
は
今
も
輝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

十
五
億
で
中
古
バ
ッ
グ
を
買
っ
た
と
さ
モ
ヤ
モ
ヤ
と

し
た
何
か
に
怒
る　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

久
久
に
大
和
の
横
綱
大
の
里
大
器
を
磨
き
双
葉
に
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

掛
け
違
い
袖
は
通
せ
ず
後
ろ
前
母
と
笑
っ
た
日
々
は

過
ぎ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

種
子
島
に
住
ん
で
い
た
日
々
思
い
出
す
米
を
持
参
の

屋
久
島
の
旅　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

取
り
た
て
の
き
ゅ
う
り
一
本
か
ぶ
り
つ
く
み
ず
み
ず

し
さ
に
体
が
目
覚
む　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

五
七
五
と
吾
の
心
の
内
を
詠
む
言
葉
拾
い
て
言
葉
と

遊
び
て　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

か
く
れ
ん
ぼ
薄
目
で
秋
を
み
つ
け
た
よ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

砂
浜
の
人
影
ま
ば
ら
秋
近
し　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

も
う
四
年
待
ち
つ
待
た
せ
つ
早
も
秋　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

跡
継
ぎ
の
耕
耘
称
え
秋
津
群
れ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

頬
撫
で
る
風
の
匂
い
や
秋
近
し　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

返
信
に
花
火
の
切
手
選
び
け
り　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

ひ
ま
わ
り
や
揺
れ
て
一
面
陽
が
あ
ふ
れ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

食
の
技
ひ
つ
つ
米
穫
る
多
禰
の
民　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

吹
き
い
だ
す
汗
を
拭
き
拭
き
墓
洗
ふ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

新
米
を
「
飯
あ
が
れ
」
と
や
道
の
駅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

学
童
の
背
の
ま
ぶ
し
か
り
今
朝
の
秋　
　

　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

秋
深
し
浮
き
出
る
道
や
馬
毛
の
島　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

戦
後
80
年
②

　

前
号
の
続
き
を
掲
載
し
ま
す
。

　

当
時
の
油
久
国
民
学
校
（
小

学
校
）
第
15
代
の
柳
田
義
丸

校
長
の
訓
え
は
、「
疎
開
は
長

期
に
亘
る
と
思
う
か
ら
、
自

給
自
足
の
体
制
を
作
ら
れ
よ
。

児
童
の
健
全
な
心
身
を
、
細

心
を
払
っ
て
保
持
さ
れ
よ
。」

分
宿
、
合
宿
、
不
々
の
様
子

を
連
絡
す
る
こ
と
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
族
が
安
心
出
来

る
よ
う
に
と
そ
の
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
す
。

　

引
率
し
た
春
田
教
頭
の
報

告
で
は
、
油
久
小
学
校
の
児

童
は
、
薩
摩
町
の
求
名
小
学

校
に
疎
開
し
た
が
、
最
初
の

２
週
間
は
信
徳
寺
で
の
大
合

宿
で
し
た
。
そ
の
後
、
薩
摩

町
内
の
各
家
庭
に
、
１
人
ま

た
は
兄
弟
で
分
宿
す
る
こ
と

に
な
り
、
不
安
で
疎
開
生
活

を
過
ご
し
た
児
童
も
、
薩
摩

町
内
で
暮
ら
し
て
い
る
家
庭

で
、
そ
れ
ぞ
れ
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

戦
時
中
で
食
べ
る
も
の
が
無

い
時
勢
だ
っ
た
が
、
児
童
は

薩
摩
町
の
方
々
に
温
か
く
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
に
発
行
さ
れ
た

薩
摩
町
の
郷
土
史
に
は
中
種

子
町
か
ら
薩
摩
町
に
疎
開
し

た
事
に
つ
い
て
、
当
時
の
様

子
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

戦
争
終
結
後
、
帰
心
矢
の

如
き
児
童
も
暫
く
帰
島
す
る

こ
と
に
な
り
同
年
９
月
20
日

に
帰
郷
の
途
に
着
い
た
が
、

天
候
の
影
響
で
９
月
24
日
に

無
事
種
子
島
の
両
親
の
も
と

に
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

求
名
を
訪
れ
る
児
童
も
多
く
、

ま
た
呼
ば
れ
て
種
子
島
の
児

童
の
家
に
行
く
も
の
も
多
い

で
す
。
疎
開
が
縁
で
結
ば
れ

た
親
子
兄
弟
の
縁
は
当
分
続

い
て
い
く
で
し
ょ
う
。
と
結

ん
で
い
ま
す
。

　

今
で
も
、
さ
つ
ま
町
と
中

種
子
町
の
交
流
事
業
は
、
小

中
高
校
生
を
対
象
に
、
お
互

い
の
町
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、

そ
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
戦
争
と
い
う
も
の
が

き
っ
か
け
で
は
あ
る
が
、
そ

ん
な
悲
惨
な
戦
争
を
忘
れ
な

い
た
め
に
も
、
そ
の
戦
争
を

体
験
し
た
人
々
の
生
の
声
を
、

語
り
部
と
し
て
記
録
に
残
し
、

私
た
ち
の
心
に
残
す
戦
後
80

年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

中
種
子
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

　
　
　
　
　
　
　

濵
脇
時
則

資
料
館
だ
よ
り
（
５
４
５
号
）



広報なかたね 2025.10 月号　14

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先

中種子分遣所
☎㉗ 0119　☎㉗ 1039

【
重
要
】
10
月
１
日
よ
り
全
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
救
急
業
務
（
マ
イ
ナ
救
急
）
が
開
始
さ
れ
ま

す
！

　

マ
イ
ナ
救
急
と
は
、
救
急
現
場
に
お
い
て
救
急
隊
員
が
傷
病

者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
※
を
活
用
し
、
搬
送
先
医
療
機
関
の
選
定

な
ど
に
役
立
つ
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
業
務
の

円
滑
化
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

マ
イ
ナ
救
急
は
、
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
か
ら
実

証
事
業
を
開
始
し
、
令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
は
67
の

消
防
本
部
に
お
い
て
実
証
事
業
を
行
い
、
マ
イ
ナ
救
急
の
有
用

性
を
確
認
し
ま
し
た
。
令
和
7
年
（
２
０
２
５
年
）
10
月
1
日

に
は
、
全
国
に
あ
る
全
て
の
消
防
本
部
（
７
２
０
消
防
本
部
）、

計
５
３
３
４
隊
の
救
急
隊
（
常
時
運
用
救
急
隊
の
98
％
）
で
全

国
一
斉
に
マ
イ
ナ
救
急
を
開
始
し
ま
す
。

※
事
前
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
！

中種子分遣所からお知らせ

詳しくは
こちらから！

　
　

「
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）」
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　

フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）
と
は
、「
加
齢
に

伴
い
身
体
の
様
々
な
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
障
害
に
陥
り
や

す
い
状
態
」
の
こ
と
で
す
。
健
康
と
要

介
護
状
態
と
の
中
間
の
段
階
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
体
的
の
み

な
ら
ず
、
精
神
・
心
理
的
や
社
会
的
な

ど
多
面
的
な
問
題
を
抱
え
や
す
く
、
自

律
障
害
を
招
き
や
す
い
状
態
で
す
。

　

フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事（
主
に
筋
肉
を

作
る
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
や
丈
夫
な
骨

を
作
る
カ
ル
シ
ウ
ム)

に
富
ん
だ
食
事
は

も
ち
ろ
ん
、
適
度
な
運
動
も
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
ぴ
っ
た

り
な
、
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
の
さ
さ
み

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
さ
さ
み
の
味
噌
マ
ヨ
ホ
イ
ル
蒸
し（
2

人
分
）

〈
作
り
方
〉

①　

Ⓐ
・
Ⓑ
の
調
味
料
は
そ
れ
ぞ
れ
混
ぜ

て
お
く
。

②　

さ
さ
み
は
筋
を
取
り
、
一
口
大
の

そ
ぎ
切
り
に
し
、
Ⓐ
に
漬
け
、
下
味
を

つ
け
る
。

③　

玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
、
に
ん
じ
ん
は

５
㎝
長
さ
で
細
切
り
、
ピ
ー
マ
ン
は
細

切
り
、
え
の
き
は
石
づ
き
を
取
っ
て
ほ

ぐ
し
て
お
く
。

④　

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
広
げ
、
玉
ね
ぎ
・

さ
さ
み
・
え
の
き
・
ピ
ー
マ
ン
・
に
ん
じ
ん

の
順
で
、
具
材
を
乗
せ
る
。

⑤　

④
に
Ⓑ
を
塗
り
、
し
っ
か
り
と
ア

ル
ミ
を
閉
じ
る
。

⑥　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
⑤
を
並
べ
、
鍋
底

か
ら
２
㎝
程
度
の
水
を
入
れ
て
火
に
か

け
、
10
分
蒸
す
。

⑦　

小
ね
ぎ
を
散
ら
す
。

食生活改善推進員コーナー 　 　　10月は「かごしま健康イエローカードキャペーン強化月間」
　10月 8日は「骨と関節の日」

ささみの味噌マヨホイル蒸し（２人分）

鶏ささみ ３本 Ⓐ生姜チューブ ２g

玉ねぎ 1/4 個 Ⓐ塩・こしょう 少々

にんじん 50g Ⓐ料理酒 大さじ１

ピーマン 40g Ⓑマヨネーズ 大さじ１

えのき 30g Ⓑみそ 大さじ１

小ねぎ ２g Ⓑみりん 大さじ１

Ⓑにんにくチューブ ２g

〈栄養価：１人分〉　
エネルギー：210Kcal、たんぱく質：25.9g、脂質：6.9g、
食塩相当量：1.2g
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季節性インフルエンザ予防接種のお知らせ
■
対
象
者

　

接
種
当
日
、
中
種
子
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

●
定
期
予
防
接
種

　

①
接
種
当
日
65
歳
以
上

　

②
60
～
64
歳
の
厚
生
労
働
省
令
が
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
方

●
任
意
予
防
接
種

　

生
後
６
ヶ
月
～
64
歳
（
60
～
64
歳
は
定
期
接
種
対
象
者
以
外
の
方
）

　

※
任
意
予
防
接
種
と
は
、
定
期
予
防
接
種
と
違
い
、
国
の
定
め
る
予

　

防
接
種
法
に
規
定
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。
感
染
予
防
の
効
果
と
副
反

　

応
の
リ
ス
ク
の
両
方
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
の
も
と
で
、
接
種
を
ご

　

判
断
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
接
種
金
額

　

島
内
医
療
機
関
で
の
接
種
は
無
料
で
す
。（
再
編
交
付
金
を
活
用
）

　

※
島
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、
自
己
負
担
が
発
生
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

■
実
施
期
間　

　

令
和
７
年
10
月
１
日 

～ 

令
和
８
年
１
月
31
日

■
接
種
回
数

　

①
生
後
６
ヶ
月
～
12
歳
ま
で
：
期
間
内
に
２
回
接
種

　

※
１
回
目
と
２
回
目
の
接
種
間
隔
は
２
～
４
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
１
回
目
接
種
時
に
12
歳
で
、
２
回
目
接
種
時
に
13
歳
に
な
っ
て
い

　

て
も
２
回
接
種
が
可
能
で
す
。

　

②
13
歳
以
上
：
期
間
内
に
１
回
接
種

■
予
診
票

　

対
象
者
へ
通
知
し
ま
す
。（
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

　

再
発
行
が
必
要
で
す
。）

■
そ
の
他
の
注
意
事
項

　

接
種
に
関
し
て
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
予
診
票
に
同
封
し
ま
す

　

の
で
必
ず
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
種
は
感
染
予
防
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
両
方
に
つ
い

　

て
正
し
い
理
解
の
も
と
で
、
接
種
を
ご
判
断
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

　

願
い
し
ま
す
。

保健センターだより ◎お問い合わせ先

保健センター☎㉗ 1133

新型コロナウイルス感染症予防接種のお知らせ
■
対
象
者

　
（
１
）
接
種
当
日
、
中
種
子
町
に
住

　

民
票
が
あ
り
満
65
歳
以
上
の
方

　
（
２
）
接
種
当
日
、
中
種
子
町
に
住

　

民
票
が
あ
り
満
60
歳
か
ら
65
歳
未
満

　

で
あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く

　

は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

　

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

　

能
に
障
害
を
有
す
る
方
と
し
て
厚
生

　

労
働
省
令
で
定
め
る
方

■
接
種
金
額

　

島
内
医
療
機
関
で
の
接
種
は
無
料
で

　

す
。（
再
編
交
付
金
を
活
用
）

　

※
島
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

　

は
、
自
己
負
担
が
発
生
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

■
実
施
期
間　

  

　

令
和
７
年
10
月
１
日
～

　

令
和
８
年
３
月
31
日

■
接
種
回
数

　

１
回

■
予
診
票

　

対
象
者
へ
通
知
し
ま
す
。（
紛
失
さ

　

れ
た
場
合
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発

　

行
が
必
要
で
す
。）

■
そ
の
他
の
注
意
事
項

　

接
種
に
関
し
て
の
注
意
事
項
に
つ
い

　

て
は
、
予
診
票
に
同
封
し
ま
す
の
で
必

　

ず
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

　

接
種
は
感
染
予
防
効
果
と
副
反
応
の

　

リ
ス
ク
の
両
方
に
つ
い
て
正
し
い
理

　

解
の
も
と
で
、
接
種
を
ご
判
断
い
た
だ

　

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

骨髄バンクにドナー登録してみませんか？
　
「
骨
髄
」
と
は
骨
の
内
部
に
あ
る
血

液
を
作
る
組
織
で
す
。
白
血
病
や
再
生

不
良
性
貧
血
な
ど
の
難
病
の
患
者
さ
ん

に
健
康
な
人
（
ド
ナ
ー
）
の
骨
髄
液
を

採
取
し
、
投
与
（
移
植
）
す
る
こ
と
で

治
療
を
行
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
骨
髄
に
は
血
液
型
と

同
じ
よ
う
に
型
が
あ
り
、
同
じ
型
で
な

い
と
移
植
は
で
き
ま
せ
ん
。
型
が
一
致

す
る
確
率
は
非
血
縁
者
で
は
数
百
か
ら

数
万
分
の
１
と
と
て
も
低
い
た
め
、
多

く
の
方
に
ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
ド
ナ
ー
登
録
対
象
者　

・
年
齢
：
18
～
54
歳

・
体
重
：
男
性
45
キ
ロ

　
　
　

 

女
性
40
キ
ロ
以
上

・
健
康
状
態
が
良
好
な
方

■
ド
ナ
ー
登
録
の
流
れ

　

保
健
所
に
て
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
を
受
け
、
理
解
・
同
意
を

い
た
だ
け
た
場
合
、
登
録
申
込
書
に
記

入
し
、採
血(

約
２
㎖)

を
行
い
ま
す
。

約
15
分
ほ
ど
要
し
ま
す
。

※
ド
ナ
ー
登
録
は
無
料
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
保
健
所　

衛
生
・
環
境
係

　

☎
㉒
０
０
３
２
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
の
打
上
げ
に
つ

い
て

　

新
型
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給

機
１
号
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ-

Ｘ
１
）
を
搭
載

し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
は
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
か
ら
次
の
と
お
り
打
上
げ
予
定
で
す

（
時
刻
は
日
本
標
準
時
）。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　
　

10
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
58
分
頃

●
打
上
げ
予
備
期
間

　
　

10
月
22
日
（
水
）

       

～
11
月
30
日
（
日
）

　

今
回
打
ち
上
げ
ら
れ
る
７
号
機
は
、

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
で
初
め
て
と
な
る
Ｓ
Ｒ

Ｂ
‐
３
が
４
本
、
Ｌ
Ｅ-

９
が
２
基
の
、

最
も
打
上
げ
能
力
の
大
き
い
「
24
形
態
」

で
す
。
さ
ら
に
衛
星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
も

「
Ｗ
型
」
と
呼
ば
れ
る
新
開
発
の
も
の

で
、
Ｈ
Ｔ
Ｖ-

Ｘ
の
大
き
さ
に
対
応
す

る
ワ
イ
ド
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｖ-

Ｘ
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
の
物
資
輸
送
を

担
っ
て
き
た
こ
う
の
と
り
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
）

の
後
継
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
型
の

補
給
機
で
、
従
来
の
こ
う
の
と
り
の
優

位
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
輸
送
能
力
や

運
用
性
を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
将
来
の

様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
可
能
な
シ

ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ-

Ｘ
１
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
離
脱
後
約
３

か
月
を
か
け
て
３
つ
の
技
術
実
証
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
と
あ
わ
せ
今
後
の
Ｈ
Ｔ
Ｖ-

Ｘ
の
活
躍
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
打
上
げ
の
順
番
が
入
れ

替
わ
り
、
６
号
機
よ
り
も
先
に
７
号
機

が
打
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
６
号
機
の
打
上
げ
予
定
な
ど
に
つ

い
て
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

(

記
事
の
内
容
は
９
月
２
日
現
在)

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

自立支援協議会だより ◎お問い合わせ先
種子島地区基幹相談支援センター☎㉘ 3633

■
日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
ど
う
対

処
し
て
ま
す
か
？

　

ス
ト
レ
ス
の
対
処
方
法
に
は

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ(

ス
ト

レ
ス
の
原
因
に
対
処
す
る)

と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
の
種
類
】

《
問
題
焦
点
型
》
問
題
の
原
因
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

　

苦
手
な
人
が
い
る
場
合
は
で

き
る
だ
け
距
離
を
置
く
。
部
屋

が
暑
い
と
感
じ
た
な
ら
、
薄
着

に
し
た
り
冷
房
を
つ
け
た
り
す

る
。

《
社
会
的
支
援
探
索
型
》

　

ス
ト
レ
ス
の
も
と
と
な
る
出

来
事
を
身
近
な
人
に
相
談
。
勉

強
で
苦
手
な
箇
所
を
分
か
る
人

に
教
え
て
も
ら
う
。

《
情
動
焦
点
型
》
自
分
の
感
情
を

整
理
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
方
法

　

愚
痴
を
家
族
や
友
達
に
聞
い

て
も
ら
う
。

《
認
知
的
再
評
価
型
》

　

と
ら
え
方
の
角
度
を
変
え
る
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
考
え
る
。

厳
し
い
意
見
や
批
判
を
期
待
の

言
葉
だ
と
受
け
止
め
る
。

《
気
晴
ら
し
型
》

　

趣
味
や
好
き
な
こ
と
に
取
り

組
み
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
好
き
な

食
事
を
摂
る
。

《
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
型
》

　

ヨ
ガ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ア
ロ

マ
な
ど
。

◎
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
リ
ス
ト

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
や

気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
、
自

身
の
対
処
法
を
リ
ス
ト
化
し
た

も
の
。
自
分
の
ス
ト
レ
ス
解
消

に
役
立
つ
と
思
う
も
の
や
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
取
り
組

め
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
細
か

く
、
ひ
た
す
ら
書
き
出
し
て
み

る
。

　

例
え
ば
、
ぼ
ー
っ
と
海
を
眺

め
る
。
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ

る
。
ま
わ
り
道
を
し
て
帰
る
。

爪
を
切
る
。
枕
に
向
か
っ
て
叫

ぶ
。
ひ
た
す
ら
寝
る
。
ド
ラ
マ

を
観
る
。
新
商
品
を
買
う
。
友

達
と
電
話
す
る
。「
こ
ん
な
日
も

あ
る
」
と
つ
ぶ
や
く
。
宝
く
じ

が
当
た
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る

な
ど
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
、

自
分
で
つ
く
っ
て
み
た
リ
ス
ト

を
使
っ
て
気
持
ち
を
す
っ
き
り

さ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

文
責
：
せ
い
ざ
ん
病
院　

精
神
保
健
福
祉
士　

池
村

☎
：
㉘
３
３
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
㉘
３
３
３
６

HTV-X1 × H ３ロケット７号機

特設サイトはこちらから
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公立病院だより　公立種子島病院　診療放射線技師　井上　史央里　☎㉖ 1230

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付時間】

午前８時 30 分

～午後４時

小児科
鹿児島大学
派遣医師

３日・17 日

内科 藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

　　 眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
６ 日・７ 日
20 日・21 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週

整形外科
リウマチ科
精神科

物忘れ
ストレスケア外来

15 日

リウマチ科
２日・16 日

※５日（日）は当番医
※夜間、休日は外来対応していません。休日は当番医の受診をお願いします。

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科を受診される方は、必ず事前に電話で問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付時間】

午前７時 30 分
～午前 11 時

小児科
鹿児島大学
派遣医師

３日・17 日

内科 藤田
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

　　 眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
６日・７ 日
20 日・21 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週

整形外科
リウマチ科
精神科

毎週
整形医師

物忘れ
ストレスケア外来

15 日

リウマチ科
２日・16 日

午前の部

午後の部

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
、
骨
な
ど
の
密
度

の
高
い
物
質
は
白
く
、
肺
な
ど
の
密
度

が
低
い
も
の
は
黒
く
写
り
ま
す
。
金
属

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
も
、
高
密
度
で

あ
り
白
く
写
る
た
め
、
私
た
ち
は
検
査

前
に
ボ
タ
ン
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
が
な

い
か
お
声
掛
け
し
て
い
ま
す
。
異
物
が

写
る
と
病
変
と
間
違
え
た
り
、
病
変
と

重
な
っ
て
隠
れ
て
し
ま
い
、
正
し
い
診

断
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

部
位
ご
と
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
検
査
時
に

写
っ
て
し
ま
う
も
の
を
挙
げ
る
と
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
頭
頚
部　

ヘ
ア
ピ
ン
、
ピ
ア
ス
、
メ    

ガ
ネ
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
補
聴
器
な
ど

◆
胸
部　

ボ
タ
ン
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
カ 

イ
ロ
、
エ
レ
キ
バ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
、

調
節
具
の
つ
い
た
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
、ビ
ー

ズ
や
ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン
の
つ
い
た
服
、

厚
手
の
プ
リ
ン
ト
が
さ
れ
た
服
な
ど

◆
腹
部　

カ
イ
ロ
、
エ
レ
キ
バ
ン
、
コ

ル
セ
ッ
ト
、
ベ
ル
ト
、
ズ
ボ
ン
の
チ
ャ
ッ

ク
な
ど

◆
四
肢　

腕
時
計
、
指
輪
、
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
な
ど

　

実
際
に
、胸
部
の
撮
影
時
に
磁
気
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
外
し
忘
れ
て
撮
影
し
て
し

ま
っ
た
画
像
と
、
ボ
タ
ン
な
ど
を
撮
影

し
た
画
像
で
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が

観
察
し
た
い
部
分
と
重
な
る
と
、
診
断

の
妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
適
正

な
検
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
受
診
者
の

み
な
さ
ま
も
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
着
用
し
て
い
る
も
の
が
付
け
て
い

て
大
丈
夫
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
場
合

は
お
気
軽
に
放
射
線
技
師
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

レントゲン撮影で写るもの
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戸 籍 の 窓
令和７年８月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

赤木　咲
さ つ き

月 稜典・湧 旭　町

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

反町　礼子 旭　町 79 歳

春田　道子 原之里 78 歳

八汐　市郎 伏之前 81 歳

鎌田　博幸 竹屋野 69 歳

遠藤　ツギエ 原之里 89 歳

熊野　修 熊　野 88 歳

福留　ゆかり 上　方 60 歳

園田　セツ 旭　町 96 歳

八汐　純子 伏之前 80 歳

牧瀬　達男 伏之前 90 歳

久保田　栄子 原　尾 87 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,031 人 ( +2) 出生 １人

男　性 3,416 人 (+13) 死亡 12 人

女　性 3,615 人 (-11) 転入 33 人

世帯数 4,035 戸 (+10) 転出 15 人

※（　）は前月との比較（８月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　８月中

火　事 １件 うち建物 １件

救　急 28 件 うち急病 19 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( -1) １件 ( -2)

死 者 数 0件 (  0) 0 件 (  0)

負傷者数 0件 ( -1) １件 ( -2)

※令和７年８月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

浦島　仁　　 （千葉県）　榎本　百合子　（横　町）

雨田　律　　 （池之向）　鎌田　正司　　（竹屋野）

福留　義丸　 （上　方）　園田　幸一郎　（旭　町）

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
お
願
い

　

10
月
1
日
か
ら
全
国
一
斉
に
共
同
募
金

運
動
が
始
ま
り
、
12
月
に
は
歳
末
助
け
合

い
募
金
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
募
金
は
、
県
内
や
町
内
の
社
会
福
祉

活
動
の
支
え
と
な
り
、
み
ん
な
で
助
け
合

う
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
や
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
種
子
町
共
同
募
金
委
員
会

　

☎
㉗
１
８
４
５

九
州
電
力
送
配
電
（
株
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
、
中
種
子
町
の
配
電
設
備
に

関
す
る
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
業

務
委
託
先
が
、令
和
７
年
10
月
16
日
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
（
株
）
九
電
工
か
ら
（
有
）

小
川
電
気
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
定
し
た
電
気
を
お
届
け
し
、

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
毛
配
電
事
業
所

鹿
児
島
県
西
之
表
市
鴨
女
町
２
１
１
番
地
１

０
８
０
０
（
７
７
７
）
９
４
５
２

民
事
・
家
事
の
お
悩
み
に
１
日
相
談
会

　

種
子
島
調
停
協
会
で
は
、民
事
（
借
金
返
済
、

土
地
境
界
な
ど
）
や
家
事
（
相
続
、離
婚
な
ど
）

に
関
す
る
１
日
相
談
会
（
費
用
は
無
料
）
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
22
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時

■
場
所　

南
種
子
町
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階
会
議
室

（
今
回
は
南
種
子
会
場
の
み
で
す
）

■
そ
の
他　

予
約
は
不
要
で
、
当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

主
催　

種
子
島
調
停
恊
会

後
援　

種
子
島
簡
易
裁
判
所
☎
㉒
０
１
５
９
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お知らせ版（10 月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　百合砂診療所（☎ 28-3901）
　⑤　中種子クリニック（☎ 27-3222）
●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

日 行事 時間 場所

２（木）にじいろクラス　 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

５（日）
◆休日当番医③　●給油当番①　　　

第２回種子島地区スポーツ少年団競技別交歓大会　　　 南種子町

６（月）よろず支援拠点定期相談会　　　　　　 9:00 ～ 16:00 防災センター２階第２会議室

７（火）幼児学級・赤ちゃん教室合同（８日（水）は順延日）　　　 10:00 ～ 11:30 太陽の里中央公園

８（水）
小学校陸上記録会　　　　小学校陸上記録会　　　　 中種子町陸上競技場

にじいろメンテ　　　　　 13:30 ～ 16:00 こども家庭センター

９（木）高齢者学級どんぐり　　　  9:30 ～ 11:30 中央公民館小会議室

10（金）母子手帳交付　           13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

12（日）
◆休日当番医①　●給油当番②　　　　

「生涯学習町民フェア」第 58 回町民体育祭　　　　　 中種子町陸上競技場

13（月）◆休日当番医①　　　　　　           🎌スポーツの日　　　　

16（木）
高齢者学級どんぐり　　　　　  9:30 ～ 11:30 中央公民館小会議室

にじいろ健診　３歳児 13:00 ～ 16:00 保健センター

17（金）幼児学級（１～３歳） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

19（日）
◆休日当番医⑤　●給油当番①　　　　
野間小学校運動会（20 日（月）は予備日）　　 野間小学校校庭

21（火）幼児学級（１～３歳） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

22（水）
にじいろメンテ 13:30 ～ 16:00 こども家庭センター

おひさま相談室  9:00 ～ 17:00 防災センター２階第２会議室

23（木）赤ちゃん教室（１歳未満） 10:00 ～ 11:30 福祉センター

24（金）
にじいろ健診　乳児、１歳６ヵ月児  9:00 ～ 12:00 保健センター

母子手帳交付 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

25（土）

りんくのおおひろば　　　　　　　　　　　　　　　 9:00 ～ 12:00 中央公民館大ホール

中央公民館図書室おはなし会　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 11:00 中央公民館和室

チャレンジキッズ「創作活動」　　　  9:00 ～      

26（日）

◆休日当番医①　●給油当番②　　　　　　　　　　

マイナンバーカード時間外開庁日　　　　　　　　　 8:30 ～ 12:00 町民課

第 43 回町相撲大会　　　　　 8:30 ～ 町営相撲場

27（月）中央保育所園庭開放日　　　　　 10:30 ～ 12:00 中央保育所

31（金）中種子中学校風立祭 中種子中学校

マイナンバーカード申請・交付の時間外開庁日　毎週（火）　17:15 ～ 19:00 まで
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

休 日
当番医

日 曜
給 油

町ＨＰ

イベント
カレンダー

マイナンバー
カード開庁日

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル



■
電
話

0997-27-1111（
内
線

259）
■
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
0997-27-3634

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

https://town.nakatane.kagoshima.jp/
広
報
な
か
た
ね
1
0
月
号
　
令
和
７
年
９
月
2
5
日
発
行

■
発
行
／
鹿
児
島
県
中
種
子
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係

島の四季彩
　　　サトイモ（サトイモ科）
【漢字表記】里芋
【別名】タイモ (田芋 )、ハタイモ (畑芋 )
【原産地】インド東部～インドシナ半島
【栽培適地】高温多湿で、日当たりの良い環境
【繁殖法】 株分け
　食料文化圏としてタロイモ文化圏 ( 別称では根栽農
耕文化圏：スリランカ・インド東部～インドシナ半島
～オセアニア北部～太平洋諸島 ) のタロイモ類でもっ
とも重要な位置にあるのがサトイモです。元来、有毒

植物がほとんどであった中から、選抜・育種して、食
料として適した形質のものが今日栽培されているサト
イモです。日本への伝来は非常に古く、縄文時代ある
いは稲作以前ではないかとさえ言われています。しか
し、同じイモ類でもサツマイモの伝来により、栽培法・
収量や収穫後の調理の手間などから、現在では脇役的
存在となってしまっています。開花結実がきわめてま
れで育種が困難なこともあり、品種数は多くありませ
ん。品種としては、子いも用、親子兼用・親いも用・
葉柄用品種などに分けられます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
　https://www.tykousoku.jp/

ＱＲコード検索➡

公式 X（旧 Twitter）
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

主催 ： 　 社会福祉法人暁星会あかつき園 (27-0377)

　　　   　 NPO 法人環境福祉サービスおたつめたつ (24-8555)

後援 ： 種子島地区自立支援協議会 ・ 西之表市社会福祉協議会

　　　  中種子町社会福祉協議会 ・ 南種子町社会福祉協議会

山本譲二山本譲二
歌　謡歌　謡
コンサートコンサート

西之表地区 ■サンシード  　 ■TSUTAYA

中種子地区 ■永浜ストアー  ■てらだ書店

                     ■和田書店        ■ひだまり工房

                     ■おたつめたつ ■あかつき園

                    ■龍星館

入場券

取扱店

りんごちゃんりんごちゃん

ものまねものまね
ＬＩＶＥ！！ＬＩＶＥ！！

ウエルフェスタ２０２５ウエルフェスタ２０２５

高齢者・障がい者福祉まつり福祉まつり
いきいきわくわく笑いと歌と豊かな人生いきいきわくわく笑いと歌と豊かな人生

～ミャンマー応援チャリティー～

モアナレヴァ　オリ　タヒチ

おたつめたつ・あかつき園利用者

発表 ・ 水溜カラオケ教室 ・

ミャンマー民族舞踊・

令 和 ７ 年令 和 ７ 年

１０月 ４日(土）１０月 ４日(土）
種子島こりーな会場 ：

昼の部 夜の部

桜舞会・ 錦生会の舞踊・

水溜カラオケ教室

開場 12:00 ／開演 12:40 開場 17:00 ／開演 18:00

入場料◎指定席 ５,０００円

　　　　　 自由席 ４,０００円

お気軽にお問い合わせください

住所　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 4287-1
電話　0997-27-1253　担当　中村

公益財団法人種子島農業公社

さ と う き び 収 穫
季 節 作 業 員 募 集
■給与　220,000 円～ 375,000 円
　　　　（時給×８ｈ× 25 日）
●時給＋手当
　オペレーター　 1,875 円
　補助員　　　　 1,300 円
　精脱作業員　　 1,100 円
  運転手（ユニック）　1,500 円
　　　　 （10tダンプ）1,875 円
■作業内容　さとうきび・甘藷収穫作業
　　　　　　その他農作業
■時間　午前８時～午後５時
■期間　９月～５月
■資格
　オペレーター・補助員・精脱作業員
　（普通自動車免許もしくは原付免許）
　10tダンプ（大型自動車免許）
　ユニック（大型自動車免許、小型移
動式クレーン、玉掛け免許）
■勤務地　町内各さとうきび圃場（現
場へは各自で移動）、公社精脱施設
■応募　オペレーター（３人）、補助員
（６人）、精脱作業員（６人）10tダンプ
（１名）、ユニックトラック（３名）


